
挨
拶
の
中
で
、
二
十
一
世

紀
は
情
報
社
会
で
あ
る
か

ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
素
早
く

知
り
社
会
状
況
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
一
生
懸
命
励
ん

で
下
さ
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
で
出
席
さ

れ
た
国
会
議
員
の
三
治
重

信
氏
に
よ
る
国
会
の
動
き

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、

又
衆
議
院
の
解
散
が
あ
る

事
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
片
岡
氏
の
代
理
と

し
て
御
婦
人
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

青
木
問
屋
会
会
長
の
音

頭
で
乾
杯
を
し
宴
席
に
移

っ
た
。

宴
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
シ
ョ
ー
が

始
ま
り
に
ぎ
や
か
に
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
達
と
ダ
ン
ス
や

カ
ラ
オ
ケ
等
で
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

村
上
氏
の
閉
会
の
言
葉

で
午
後
二
時
半
過
ぎ
に
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

東
三
脇
坂

仙
郷
岬
桝
棒
畷
野
降
圃

板(1)平成２年２月１５日 第２３６号

の
両
君
が
２
月
娼
日
の
青

森
県
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
良
い
作
品
が
で

き
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。豊

田
松
井

lllil:鱗

今
年
は
東
三
支
部
の
担

当
で
準
備
、
渥
美
湾
が
一

望
で
き
る
蒲
郡
の
「
ふ
き

ぬ
き
観
光
ホ
テ
ル
」
に
於

て
、
一
月
二
十
一
日
日
開

催
し
た
。

メ
ー
カ
ー
の
代
表
者
な

ど
来
賓
を
含
め
総
勢
剛
名
、

新
春
を
祝
い

恒
例
の
新
年
会
開
く
／

第
ｎ
回
全
板
連
青
年
部

技
能
競
技
会
県
予
選
開
く

第
ｕ
回
全
国
板
金
青
年

部
技
能
競
技
大
会
愛
知
県

予
選
が
、
岡
崎
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

１
月
ｕ
日
日
行
わ
れ
た
。

参
加
者
吃
名
の
内
、

１
位
小
山
高
広
（
東
三
）

２
位
松
本
富
夫
（
知
多
）

二
階
の
日
当
た
り
の
良
い

大
広
間
の
宴
席
に
着
き
、

正
午
東
三
支
部
の
二
村
氏

の
司
会
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。

東
三
支
部
長
の
近
藤
氏

に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

り
続
い
て
平
野
理
事
長
の

灘i§i,蝉

患
錘瀧

愛知県
板金工業組合

＃
卓呈研曲

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話732-1226

発行広報委員会

唖

蕊

愛

《
》

一 認宇零F溌号…

鍵



平成２年度２級建築施工管理技術検定試験について

第２３６号 板 平成２年２月１５日（２）

受験準備講習会のご案内

第４２回全国板金業者大会参加について

２

※上記購入図書代は消費税込の価格です。

大会の日程と県板コースが決まりました。参加ご希望の方は、各地区の支部長さんまで申込んで下さい。

●全国板金業者大会

平成２年５月１６日新潟県上越市（リージョンプラザ上越富０２５５－４４－２１２２）

● 県板．－ス

期日平成２年 ５ 月 １ ６ 日 耐 ～ １ ８ 日 燭 ２ 泊３日

集合場所名古屋空港一全日空カウンター前

午前８時００分（時間厳守）

旅程<交通事Ｉ情等により多少コースの変更がありましたら御了承下さい＞

参加費用

申込期日

注）受験団別が睡体」またはI~仕上げＪの場合、職業能力閲発促進法による

技能検定合格者（該当職種に限る）は､上記にかかわりなく受験できますも

〔補足説明〕

1．建築施工管理に関する実務経験とは、現場施工・施工管理・総

合管理・設計監理・施工監督に従事した経験をいい、研究所・学

校・訓練所等における研究・教育及び指導等は認められません。

なお、２級は受験種別に対応し、下記のような工事に従事した上

記作業内容をいいます。

受験種別が、

〈建築＞

主として建築一式工事・大工（一式）工事をいいます。

〈躯体＞

主として大工（型枠）工事、とび・土工・コンクリートエ事マ

プロックエ事、鋼柵造物工事及び鉄筋工事など建築躯体に係る

工事をいいます。

〈仕上げ＞

主として大工（造作）工事、左官工事、石工事、屋根工事、タ

イル・れんが工事、板金工事、ガラスエ事、塗装工事、防水工

事、熱絶縁工事、内装仕上工事及び建具工事など建築仕上げに

係る工事をいいます。

2．指定学科とは、建設省令で定めている学科（建築学科・土木工

学科・森林土木学科・鉱山土木学科・砂防学科・治山学科・農業

土木学科・緑地学科・造園学科・都市工学科・衛生工学科・電気

工学科・槻械工学科）をいいます。

※この試験は建設業法第27条による技術検定制度に基づき

（財)建設業撮興基金が実施します。

受験の手続きは受験予定者各自にて必ず行って下さい。

級

１

平成２年７月２７日(金)～８月１０日（金）

平成２年１０月２１日（日）

名古屋

(財)建設業振興基金賦験研究本部

〒１０５束京都港区虎ノ門１－２５－５
第３４森ピル宮０３－５０２－６１３１

３

１人当り９３，０００円（旅行費８９，０００円十大会参加費４，０００円）

平成２年３月１６日までに、各支部長へ申込んで下さい。

⑨平成２年度２級建築施工管理技術検定試験(建築､娼体､仕上げ）

に備えての勉強会です。

（受験の申込みは別途各自が必ず行なって下さい。）

⑥２級３日間コース第１日９:３０～１６:３０
第２日９:００～１６:００

第３日９:００～１６:００

⑨講習地名古屋市千代田ピル（９Ｆ）

諦習日１０月５日(金j～１０月７日（日）

受誹料２５，８００円（消費税込）但し講入指定図書代は別

⑥教材

主 催 建 築 施 工 管 理 技 術 研 究 会

〒162東京都新宿区市ケ谷砂土原町３－４（生泉市ケ谷ビル）
ＴＥＬＯ３－２６８－８７５１ＦＡＸＯ３－２６７－２５５２

口受験 申 込 受 付 期 間

口受験日

口試験地

口受験申込書類送付先

愛

⑨講習会受講希望の方は、県板事務局（Ｅ４ＸＯ５２－７３２－１７３３）

へお知らせ下さい。受謂案内書をお送り致します。

期日

5／1６

㈱

5／1７

㈱

5／1８

㈲

ｲ．三 程

名古屋空港_全旦空３１１便.÷新潟空港一上越市内（食）
９:0０９:5０１０:0０１２:００

リージョンプラザ上越に於いて<全板大会参ｶﾛ＞－岩室温泉（泊）
１３:0０16:0017:20

岩室温泉一新潟港其弟ﾐｸJﾍｽﾉもαk両津港一小木(食)（たらい船）－尾畑酒造一
８:3０９:4０１０:0０１】:00１１:１０１２:4０１３:５０１４:4０１５:0０

朱鷺の郷一真野御陵一妙宣寺一相川（油）
１５:0５１５:４０１５;4５１６:００１６．０１６:3０１７:１０

相川一七浦海岸一尖閣湾揚島遊園一佐渡金山一大佐渡スカイラインー白雲荘（食）一
８: ３０８:4０９:００９:2５１０:０５１０:2０】】:0０１１:5０１２:5０

闇諦示W輔r多重､F秀f，、燕鴬両瀞鴇･全日空３１頭→う-i薪屋空港

学歴

大学

（旧大学の卒粟巷）

短朗大学・５年刺高等可門学佼
〔旧辱門学捜の卒莱者）

高等学捜

(旧中等学佼卒乗者〕

その他の者

実務経験年数

指定学軽

卒業後1年以上

卒業後2年以上

卒粟幾3零以上

８年以上

指定学科以外

卒柔後】年６ケ月以上

卒業後３年以上

卒案後４年６ケ月以上

購
入
指
定
図
書

給
教
材

無
償
支

①建築施工管理技術テキスト〔改訂第２版〕
定価5.000円送料６００円

②２級建築施工管理技術検定試験問題解説集録版

昭和６０年～平成元年度（'９０版）

定価3,400円送料５００円

※上記①.②２点セット図書代８‘400円送料８００円

③２級講義・学習参考資料

④２級特選問題



一
月
七
日
、
「
ホ
テ
ル

竹
島
に
於
て
午
後
六
時
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
板
か
ら
平
野
理
事
長
始

め
商
社
等
総
勢
六
十
名
が

広
間
の
席
に
着
い
た
。

松
下
氏
の
司
会
で
、
先
ず

定
例
会
を
行
い
組
合
長
・

近
藤
氏
の
挨
拶
の
中
で
平

成
二
年
度
は
昨
年
よ
り
更

に
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
よ

る
情
報
交
換
を
し
、
二
十

一
世
紀
に
向
っ
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
と
意
気
込
み
の

あ
る
挨
拶
で
し
た
。

次
に
平
野
理
事
長
よ
り
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
福
山
氏
の
音
頭

板(3)平成２年２月１ ５日 第２３６号

噸

導
入
の
折
り
役
員
が
頭

痛
め
る
こ
と
ば
か
り
の

で
あ
り
「
今
年
こ
そ
は

の
支
部
長
の
こ
と
ば
で

事
に
入
っ
た
。

第
一
議
案
平
成
一
年

仮
事
業
報
告

仮
会
計
報
告

第
二
議
案
平
成
二
年

事
業
計
画
案

予
算
案

と
続
き
、
割
と
ス
ム
ー

に
経
過
し

第
三
議
案
難
題
の
会

少
す
る
な
か
、
又
消
費

は
他
の
支
部
で
も
議
題

な
る
と
思
い
ま
す
が
、

合
会
費
値
上
げ
で
あ
り

毎
年
次
年
度
繰
越
金
が

度
の
議
題
が
あ
り
、
何

重
苦
し
く
み
え
た
。
そ

暖
冬
の
新
年
一
月
五

午
前
十
時
か
ら
、
江
南

高
屋
町
の
料
亭
「
増
屋

に
お
い
て
平
成
初
の
総

及
び
新
年
宴
会
を
県
板

平
野
理
事
長
を
来
賓
に

招
き
し
て
開
催
し
ま
し

総
会
は
、
副
支
部
長
今

氏
の
開
会
の
こ
と
ば
に

き
、
石
田
支
部
長
の
挨

で
始
ま
っ
た
。
年
頭
の

拶
を
ほ
こ
る
ば
し
げ
に

れ
た
支
部
長
で
し
た
が

そ
の
影
に
は
重
大
な
今

一

講
響

平
成
２
年
度
総
会
開
催

支
部
だ
よ
り
】

賢

芳
年
会
開
く

ス 度 度 議一様を税減 ､組 年、 さ挨拶続井亀おのこれ 」
今
云力＞ 市日

蕊

江
南
支
部

の
件
に
入
っ
た
。

１
「
会
費
値
上
げ
」

２
「
旅
行
を
一
一
年
に一

回
」

３
「
総
会
を

旅
行
と
兼
ね
る
」

と
い
う
案
の
他
に
も
会
員

の
増
員
案
及
び
事
業
特
別

会
費
の
案
も
出
て
、
苦
闘

の
末
「
会
費
値
上
げ
」
を

決
め
、
「
総
会
を
年
度
前

に
旅
行
と
兼
ね
て
」
と
決

定
し
、
会
員
の
増
員
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く

事
と
な
り
、
一
件
落
着
／

重
苦
し
い
議
事
も
終
わ

り
、
席
も
和
ら
い
で
き
た

頃
平
野
理
事
長
さ
ん
の
来

賓
祝
辞
が
あ
り
、
我
々
業

種
に
対
し
て
の
〃
力
強
い
〃

お
こ
と
ば
と
〃
充
実
し
た

組
合
作
り
を
〃
と
の
励
ま

し
の
祝
辞
で
閉
会
と
な
っ

た
Ｏ

そ
し
て
午
後
か
ら
は
、

新
年
宴
会
と
な
り
お
酒
も

す
す
み
ほ
ろ
酔
い
の
中
、

役
員
さ
ん
一
人
一
人
の
笑

顔
が
特
に
目
に
映
り
和
気

あ
い
あ
い
に
し
て
新
年
宴

会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

菱
川

壷

蕊

篭蕊

愛

第
躯
回
職
業
訓
練
展
尾

張
会
場
が
一
宮
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

１
月
幻
日
午
前
加
時
よ
り

午
後
４
時
ま
で
と
記
日
午

前
皿
時
よ
り
午
後
３
時
ま

で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
訓
練
校
は
、
公
共

の
６
訓
練
施
設
と
認
定
施

設
７
校
・
学
院
が
あ
り
、

科
目
は
建
築
・
板
金
・
溶

接
配
管
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
左

官
・
美
容
・
服
飾
・
デ
ザ

イ
ン
・
情
報
経
理
・
機
械
・

自
動
車
整
備
・
電
気
機
器
・

陶
磁
器
・
木
工
・
縫
製
・

紙
器
製
造
・
パ
ン
菓
子
製

造
・
表
具
・
タ
イ
ル
施
工
・

洋
服
・
造
園
・
洋
裁
・
電

子
計
算
機
・
和
裁
・
写
真

科
と
多
種
多
様
に
わ
た
っ

て
い
た
。

こ
の
目
的
は
県
内
の
公

共
職
業
訓
練
施
設
及
び
認

定
職
業
訓
練
実
施
事
業
所
、

団
体
の
訓
練
生
の
実
習
作

品
の
発
表
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

職
業
訓
練
に
関
す
る
関
心

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
行
事

の
内
容
は
、
職
業
訓
練
事

業
の
紹
介
（
各
種
パ
ネ
ル
・

参
考
作
品
等
の
展
示
、
来

場
者
に
よ
る
体
験
・
訓
練

生
に
よ
る
訓
練
実
演
）
で

あ
る
。

鞠

蕊
認癖蕊Ｉ

R認磯§鐘蝉鶴識

職
業
訓
紅
展
に
参
加
し
て
／一

宮
支
部

.＃

霧

蕊蕊

悪

又
、
主
な
体
験
・
実
演

コ
ー
ナ
ー
は

●
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
製

作
工
程
実
演
・
体
験

●
練
り
切
り
の
製
作
工
程

実
演
・
体
験

●
レ
リ
ー
フ
・
家
紋
打
出

●
パ
ソ
コ
ン
実
演
（
相
性

性
格
診
断
・
ゲ
ー
ム
）

●
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
教
室

●
ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご
作
り

実
演

●
病
人
介
助
（
ね
ま
き
交

換
）
の
体
験
等
で
あ
っ

た
。年

々
来
場
者
も
増
え
、

今
回
は
約
四
千
人
と
主
催

者
か
ら
の
発
表
が
あ
っ
た
。

当
組
合
関
連
で
は
愛
板

協
会
の
技
能
専
門
校
が
参

加
し
、
体
験
・
実
演
コ
ー

ナ
ー
の
レ
リ
ー
フ
に
私
が

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

協
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
は

日
頃
、
学
校
の
運
営
に
訓

練
生
の
指
導
に
、
又
こ
う

し
た
催
し
に
と
借
し
み
な

い
協
力
を
し
て
い
る
姿
に

同
業
者
と
し
て
頭
が
下
が

る
思
い
が
し
た
。

職
人
時
代
か
ら
、
豊
か

な
時
代
に
移
り
将
来
は
金

の
ゆ
と
り
よ
り
心
の
ゆ
と

り
の
方
が
大
切
な
時
代
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

東
三
支
部

で
宴
に
入
り
ま
し
た
。

宴
が
た
け
な
わ
に
な
る
に

つ
れ
、
今
年
始
め
て
青
年

部
の
人
が
隠
し
芸
を
や
っ

て
く
れ
宴
を
一
層
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

始
め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
が
今
後
も
企
画
を
さ

れ
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

理
事
長
も
負
け
じ
と
カ
ラ

オ
ケ
で
歌
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
又
、
各
商
社
の
人

達
を
囲
ん
で
今
年
の
業
界

の
在
り
方
等
話
し
あ
っ
て

い
る
う
ち
に
、
午
後
九
時

頃
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
三
脇
坂



組
合
の
組
織
に
つ
い
て
専

務
の
早
川
氏
よ
り
説
明
が

あ
り
、
夕
食
を
と
り
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
組
合
の
生

き
方
又
申
し
出
等
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
５
時
半
過

ぎ
事
務
所
を
出
、
バ
ス
で

帰
路
に
着
き
豊
橋
へ
と
向

い
ま
し
た
。

今
日
の
感
想
と
し
て
、

よ
り
よ
い
研
修
旅
行
で
あ

っ
た
事
は
確
か
で
し
た
。

蕊
蕊
二
一
脇
”

愛 板 平成２年２月１５日（４）第２３６号

県
板
・
名
古
屋
ブ
ロ
ッ

ク
昭
和
支
部
で
は
、
県
板

平
野
理
事
長
を
迎
え
て
廻

月
７
日
午
後
６
時
よ
り
南

知
多
町
内
海
の
第
二
魚
友

で
忘
年
会
を
開
催
し
た
。

毎
年
春
か
秋
に
一
泊
の

懇
親
旅
行
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
は

実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
忘
年
会
を

泊
ま
り
で
ゆ
っ
く
り
温
泉

に
つ
か
り
、
心
ゆ
く
ま
で

飲
み
語
り
合
お
う
と
企
画

し
た
。支

部
組
合
員
は
Ⅳ
名
で

あ
る
が
、
仕
事
の
都
合
な

ど
で
４
名
が
欠
席
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
第
一
一
魚

友
に
馳
度
の
温
泉
が
湧
き

物
故
者
法
要
を
営
む

津
島
支
部

部
癖
誇
郡
罷
唖
日
、
め
謹
蓉
一
群
雪
蔀
誹
誹
垂
噛
磁
堵
の

忘
年
会
開
催
／
昭
和
支
部

平
成
１
年
度
技
能
検
定

伝
達
式
が
、
昨
年
廻
月
Ⅳ

日
豊
田
産
業
会
館
に
於
て

西
三
河
地
区
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
級
ｎ
名
、
二
級
３
名
が

合
格
さ
れ
、
新
し
く
技
能

士
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
は
西
三
技
能
士

会
会
長
石
原
氏
、
杉
浦
氏
、

学
科
講
師
の
金
沢
先
生
の

出
席
を
い
た
だ
き
、
５
時

釦
分
よ
り
豊
田
の
西
俣
氏

技
能
検
定
伝
達
式

で
て
、
人
気
が
あ
り
連
日

満
員
で
こ
の
時
期
に
開
催

で
き
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
で

あ
っ
た
と
思
う
。
当
日
は

何
人
か
が
車
に
乗
り
合
わ

せ
て
内
海
へ
集
ま
っ
た
。

理
事
長
の
挨
拶
に
続
き

乾
杯
を
し
て
宴
会
に
移
っ

た
。
男
ば
か
り
で
は
華
や

か
さ
も
色
気
も
な
い
の
で
、

素
適
な
？
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

３
名
に
花
を
添
え
て
も
ら

い
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
ん

だ
。
宴
会
の
後
二
代
目
の

若
い
組
合
員
は
夜
の
更
け

る
の
も
忘
れ
マ
ー
ジ
ャ
ン

に
興
じ
て
い
た
。
朝
食
の

後
現
地
で
解
散
し
た
。

尚
片
岡
武
衆
議
院
議
員

よ
り
祝
電
を
い
た
だ
い
た
。

の
司
会
で
合
格
者
に
各
組

合
長
さ
ん
よ
り
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
後
立
食
パ
ー
テ
ィ

が
開
か
れ
、
役
員
、
合
格

者
共
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。

合
格
者
の
皆
さ
ん
、
今
後

共
一
級
・
二
級
と
も
に
技

能
士
と
し
て
恥
じ
る
事
な

く
、
勉
学
・
仕
事
に
励
ん

で
下
さ
い
。

岡
崎
中
村

ｌ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｋ
１
Ｉ
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ン
で
昼
食
、
社
長
を
交
え

て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

１
時
過
ぎ
に
今
度
は
犬

山
の
入
野
製
作
所
へ
、
２

時
過
ぎ
に
到
着
、
早
速
機

械
の
見
学
を
し
て
社
長
か

ら
説
明
を
受
け
、
自
分
達

が
使
っ
て
い
る
機
械
と
い

う
事
も
あ
り
詳
し
く
聞
い

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
４
時
頃
県
板
事

務
所
へ
着
き
、
理
事
長
と

早
川
専
務
氏
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
》
た
。

は
じ
浄
の
人
も
い
る
為

平
成
２
年
１

月
娼
日
、
春
日

井
市
厨
房
機
器

の
株
式
会
社
カ

ワ
グ
チ
エ
場
、

犬
山
の
建
築
板

金
機
械
入
野
製

作
所
、
県
板
事

務
所
の
予
定
で

朝
８
時
過
ぎ
組

合
事
務
所
を
出

発
し
て
、
東
名

で
春
日
井
市
へ

と
向
っ
た
。

ｎ
時
頃
、
カ
ワ

グ
チ
エ
場
へ
着

き
待
合
室
で
コ

ー
ヒ
ー
を
頂
き

社
長
よ
り
会
社

内
容
・
設
備
等

説
明
が
あ
り
、

工
場
内
の
見
学

の
後
レ
ス
ト
ラ

東
三
支
部

箪欝蕊蕊蕊溌議蕊蕊

研
修
旅
行

９年尺乱

アｎJ,②

一
一

加
時
釦
分
に
門
前
に
集
合

し
、
御
住
職
様
の
読
教
に

合
わ
せ
て
支
部
員
そ
れ
ぞ

れ
が
、
今
は
亡
き
人
々
の

御
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
も
良
く
天

上
に
召
さ
れ
た
人
々
も
雲

の
間
よ
り
私
達
を
見
守
っ

て
い
て
下
さ
る
様
に
感
じ

ら
れ
、
今
は
亡
き
諸
先
輩

の
遺
産
を
受
け
継
い
だ
我

々
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ

ま
す
。
法
要
の
行
わ
れ
た

浄
光
寺
は
日
月
山
と
号
し
、

慶
長
年
間
よ
り
こ
の
地
に

あ
る
浄
土
真
宗
大
谷
派
の

寺
で
あ
り
、
寺
内
に
は
明

治
天
皇
佐
屋
行
在
所
が
移

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

庫
裏
の
新
築
工
事
中
で
何

か
と
あ
わ
た
だ
し
い
雰
囲

気
で
し
た
が
、
御
住
職
の

読
教
が
始
ま
る
と
境
内
は

静
け
さ
に
包
ま
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
今
は
亡
き
人
々

へ
の
思
い
に
浸
っ
て
い
る

様
で
し
た
・

法
要
の
終
っ
た
後
、
我

々
は
市
内
萩
原
町
に
あ
る

河
満
へ
移
り
会
食
を
し
ま

し
た
。
河
満
は
組
合
員
で

あ
る
早
川
軍
寿
さ
ん
の
弟

さ
ん
が
経
営
さ
れ
て
い
る

日
本
料
理
店
で
、
津
島
地

域
で
は
名
も
味
も
評
判
の

お
店
で
す
。
我
々
は
柴
田

組
合
長
を
中
心
に
し
て
、

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
杯
を

交
し
な
が
ら
歓
談
し
ま
し

た
。

津
島
水
谷

蕊
匹

■
ザ
且
邑
０

蕊 愛.？､曾誰曹司･弓．



昨
年
姐
月
、

前
岡
崎
板
金
組

合
長
・
清
水
功

さ
ん
の
ヌ
カ
タ

製
作
所
に
総
ス

テ
ン
レ
ス
製
の

す
ご
い
物
が
あ

る
と
連
絡
を
受

け
、
取
材
に
出

か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
清
水
さ

ん
の
近
所
、
額

田
町
樫
山
の
須

賀
神
社
に
奉
納

す
る
為
３
年
掛

り
で
製
作
さ
れ

ま
し
た
。

社
誌
館
（
鎮
座

地
・
由
緒
な
ど

銘
記
）
は
、
縦

型
メ
ー
ト
ル
、

横
犯
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
３
メ
ー
ト

ル
の
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

一
般
の
神
社

(5)平成２年２月１５日 板 第２３６号

輪

昭
和
支
部
で
は
、
平
成

２
年
の
新
年
会
を
１
月
９

日
に
毎
月
例
会
を
開
い
て

い
る
滝
子
の
『
そ
ば
亭
・

清
水
庵
』
で
過
名
が
出
席

し
て
開
い
た
。
私
が
会
計

を
預
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
Ｂ
回
目
の
新
年
会
で
あ

る
。
当
時
を
振
り
返
え
る

と
、
理
事
長
。
柴
田
嘉
市

氏
、
昭
和
支
部
長
。
荒
川

栄
造
氏
、
総
代
長
・
長
山

清
晴
氏
、
支
部
組
合
員
旧

名
で
私
が
最
年
少
で
あ
っ

た
。
荒
川
さ
ん
は
じ
め
高

尾
さ
ん
長
山
さ
ん
福
井
さ

ん
加
藤
千
詞
氏
に
随
分
可

愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
。
現

在
福
井
さ
ん
は
健
在
で
あ

る
が
他
の
方
は
皆
さ
ん
故

人
と
な
ら
れ
た
。
会
合
は

荒
畑
か
ら
郡
道
を
少
し
南

に
入
っ
た
菊
寿
司
で
、
毎

月
８
日
に
会
合
を
開
い
て

い
た
。
会
費
は
当
時
か
ら

四
千
円
で
寿
司
と
ビ
ー
ル

一
本
で
千
八
百
円
使
い
、

県
板
賦
課
金
五
百
円
残
り

千
七
百
円
を
積
み
立
て
て

い
た
。
長
老
が
多
く
正
月

は
新
年
会
、
４
月
は
花
見

夏
か
秋
に
旅
行
を
し
て
廻

月
に
忘
年
会
と
飲
む
機
会

を
た
く
さ
ん
も
っ
た
。

中
で
も
大
変
だ
っ
た
の
は

花
見
で
満
開
の
頃
朝
８
時

頃
か
ら
ゴ
ザ
を
持
っ
て
鶴

新
年
会
開
催
／

清水

東
三
支
部

舞
公
園
へ
場
所
取
り
に
行

き
、
夕
方
に
は
菊
寿
司
で

割
り
子
弁
当
を
作
っ
て
も

ら
い
鶴
舞
公
園
の
桜
の
木

の
下
で
宴
会
を
開
い
た
。

又
忘
年
会
は
長
老
の
皆
さ

ん
が
行
き
つ
け
の
飲
み
屋

（
今
池
の
メ
ト
ロ
と
か
女

子
大
小
路
に
あ
っ
た
大
統

領
と
言
っ
た
キ
ャ
バ
レ
ー
）

の
御
馴
染
み
の
女
の
娘
を

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
し
て
菊

寿
司
へ
呼
ん
で
、
そ
こ
で

宴
会
を
済
ま
せ
て
か
ら
何

人
か
を
同
伴
し
て
そ
の
娘

の
お
店
に
入
る
こ
と
に
し

て
い
た
。
私
が
独
立
し
て

店
を
持
っ
た
の
が
昭
和
翌

年
５
月
加
日
、
す
ぐ
に
昭

和
支
部
に
加
入
し
て
加
年

が
過
ぎ
た
。

旧
年
間
総
代
を
務
め
て
こ

れ
た
の
も
良
き
先
輩
達
に

支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

と
思
う
。
大
変
だ
っ
た
事

も
あ
っ
た
が
楽
し
い
思
い

出
で
一
杯
で
あ
る
。

最
近
は
二
代
目
さ
ん
も

多
く
な
り
若
返
っ
た
昭
和

支
部
で
す
。

鷲
見

鰻：

⑨
ｊ
鐘

タ
〆

君
は
、
誰
々
君
だ
っ
た
な

あ
″
と
過
ぎ
去
り
し
日
を

懐
か
し
く
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
若
い
親
方
か
ら
、

職
人
さ
ん
ま
で
あ
っ
て
今

ま
で
ど
れ
だ
け
の
訓
練
生

を
手
塩
に
掛
け
て
来
た
か
、

定
か
で
な
い
が
、
こ
う
し

て
温
か
く
声
を
掛
け
て
く

れ
る
人
が
い
る
事
は
現
在

の
私
に
と
っ
て
大
変
嬉
ば

し
い
事
な
の
で
す
。

近
頃
は
年
令
の
せ
い
か

学
ぶ
事
よ
り
も
忘
れ
る
方

が
多
く
、
新
し
い
事
を
追

求
し
よ
う
と
い
う
意
欲
も

と
も
す
る
と
薄
れ
勝
ち
で

あ
る
が
、
い
た
ず
ら
に
馬

令
を
重
ね
る
こ
と
だ
け
が

本
意
で
は
な
い
の
で
、
努

力
は
惜
し
ま
な
い
様
に
と

心
掛
け
て
い
ま
す
。

表
彰
者

中
村
茂
一
様

宮
井
宏
様

平
松
良
之
様

福
山
健
一
様

皆
さ
ま
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

東
三
中
村

愛

ｆ 内
嬬

慰
霊鍛

識

一
蕊
一

驚
織

蝉
蕊

瀞
坤
簿
砕

壁
誌荘 ｜

I灘灘

席
さ
れ
、
盛
大
に
除
幕
式

入
魂
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。清

水
さ
ん
も
『
思
う
様
に

は
出
来
ず
細
工
も
今
一
歩

の
所
、
ゴ
ー
ル
ド
の
屋
根

も
何
年
光
り
輝
く
事
か
』

と
心
配
さ
れ
て
み
え
ま
し

た
が
、
特
殊
な
治
工
具
等

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ヌ

カ
タ
製
作
所
の
総
力
が
結

集
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。板

金
工
と
し
て
は
是
非

一
度
見
ら
れ
る
事
を
お
勧

め
致
し
ま
す
。

岡
崎
中
村

功岡崎

能
力
開
発
協
会
表
彰

で
は
、
木
・
石
等
で
出
来

て
い
ま
す
が
職
業
柄
ス
テ

ン
レ
ス
で
作
ら
れ
る
事
に

な
り
、
近
郷
、
近
在
、
名

古
屋
等
下
調
べ
が
さ
れ
、

設
計
・
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

屋
根
は
フ
ァ
イ
ン
カ
ラ
ー

ゴ
ー
ル
ド
が
使
用
さ
れ
て

黄
金
色
が
ま
ぶ
し
く
輝
い

て
い
ま
す
。
吃
月
翠
日
に

は
、
須
賀
神
社
に
お
い
て

清
水
さ
ん
夫
妻
他
多
勢
出

先
日
の
職
業
訓
練
大
会

で
、
長
年
訓
練
事
業
に
携

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
表

彰
さ
れ
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

私
が
初
め
て
訓
練
生
の
前

に
立
っ
た
の
は
、
今
か
ら

皿
年
余
り
前
の
事
で
す
。

当
初
、
私
自
身
職
業
訓
練

校
と
い
う
も
の
に
つ
い
て

全
く
認
識
が
な
く
、
そ
の

上
板
金
職
業
訓
練
校
だ
っ

た
為
、
そ
こ
で
一
体
何
を

教
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

か
、
又
ど
ん
な
内
容
の
も

の
を
ど
う
い
う
方
法
で
教

え
た
ら
よ
い
の
か
、
大
変

戸
惑
い
ま
し
た
。

た
だ
過
去
に
機
械
製
図
や

少
し
ば
か
り
の
金
属
材
料

や
力
学
の
基
礎
知
識
が
あ

っ
た
の
で
「
よ
－
、
そ
れ

じ
ゃ
あ
こ
れ
ら
を
基
に
し

て
や
っ
て
み
よ
う
。
」
と

決
心
し
ま
し
た
。

私
は
、
前
々
か
ら
〃
教
え

る
事
は
学
ぶ
事
で
あ
る
〃

と
い
う
事
を
信
条
に
し
て

学
生
達
を
教
え
て
来
た
の

で
、
初
め
て
見
る
展
開
図

に
対
し
て
も
興
味
を
持
ち

向
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の

内
に
古
稀
を
超
え
る
年
令

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

近
頃
時
々
巷
で
〃
先
生
／
，
〃

と
声
を
掛
け
ら
れ
〃
あ
Ｉ

雲診曇
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昨
今
の
世
界
経
済
は
目

ま
ぐ
る
し
い
変
化
と
貿
易

収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に

よ
り
、
円
安
・
ド
ル
高
の

中
で
不
安
定
な
要
素
が
含

ま
れ
つ
つ
、
国
会
の
解
散

総
選
挙
と
目
ま
ぐ
る
し
く

動
く
世
情
の
中
で
好
景
気

と
は
言
う
も
の
の
ど
こ
ま

で
続
く
事
か
計
り
知
れ
な

い
Ｏ

我
々
を
取
り
巻
く
環
境

は
実
に
厳
し
く
、
人
手
不

足
と
高
齢
化
に
伴
い
高
齢

者
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
実
、
若
年
労
働

者
の
確
保
の
難
し
さ
、
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
対
す
る
賛
否
両
論
、
今

後
は
ど
う
対
応
し
解
決
し

て
行
く
か
に
業
界
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思

〆
っ
Ｏ

さ
て
好
景
気
の
中
で
先

ず
問
わ
れ
る
の
は
、
人
命

尊
重
・
安
全
確
保
す
な
わ

ち
労
働
災
害
の
防
止
で
、

事
故
を
起
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
事
で
あ
る
。

参
考
に
記
す
と
（
未
確
認
）

県
内
で
は
昨
年
吃
月
１
日

現
在
、
死
亡
災
害
は
全
産

業
を
通
じ
て
加
名
に
も
及

び
前
年
比
で
は
肥
名
増
と

な
っ
て
い
る
と
の
由
、
関

係
省
庁
ぱ
こ
の
様
な
件

愛 板 平成２年２月１５日（６）

一一一〆

毎
日
の
新
聞
紙
上
で
の

交
通
事
故
の
記
事
を
何
気

な
く
他
人
事
と
思
っ
て
読

ん
で
い
る
。
信
号
無
視
で

歩
行
者
を
は
ね
重
傷
を
負

わ
せ
た
。
暴
走
車
が
パ
ト

カ
ー
に
追
跡
さ
れ
電
柱
に

衝
突
し
即
死
等
々
・
安
全

運
転
を
し
て
い
れ
ば
起
こ

ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

１
月
８
日
放
映
さ
れ
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
女
・
交

通
刑
務
所
」
は
内
容
の
濃

い
心
打
つ
も
の
だ
っ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
田
村
亮
・

沢
田
亜
矢
子
演
じ
る
夫
婦

と
子
ど
も
２
人
、
事
件
は

お
盆
休
み
に
田
舎
の
実
家

へ
里
帰
り
し
た
時
に
起
こ

る
。
和
や
か
な
夕
食
中
に

電
話
の
ベ
ル
、
夫
は
市
役

所
土
木
課
勤
務
、
河
川
決

壊
、
す
ぐ
に
帰
る
様
に
連

絡
を
受
け
る
。
タ
ク
シ
ー

を
呼
ぶ
が
な
か
な
か
来
な

い
の
で
、
飲
酒
運
転
を
承

知
で
妻
が
駅
迄
送
る
。
帰

り
道
交
差
点
で
青
年
を
は

ね
、
青
年
は
植
物
人
間
と

な
り
妻
は
逮
捕
さ
れ
る
。

被
害
者
の
賠
償
の
為
自
宅

を
処
分
し
、
無
一
文
に
な

り
昔
の
ア
パ
ー
ト
住
い
に

戻
る
。
検
察
庁
出
頭
命
令

裁
判
の
結
果
、
交
通
刑
務

所
へ
６
ケ
月
入
所
し
、
辛

い
日
々
を
送
る
。
一
時
は

″
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
〃

~

ス
レ
ー
ト
屋
恨
に
は

歩
舜
幅
を
使
う
こ
と

話
は
変
わ
っ
て
、
我
々

中
川
・
港
板
金
組
合
の
組

合
員
同
志
の
交
流
は
、
応

援
し
合
い
互
い
の
メ
リ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。
月
末

の
食
事
会
に
は
当
然
酒
も

入
る
の
で
申
し
合
わ
せ
た

場
所
へ
は
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
て
集
合
し
、
親
睦
を

深
め
て
い
る
。

県
板
組
合
員
の
皆
さ
ん

我
々
は
仲
間
と
の
付
合
い

で
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
〃
飲
む
な

ら
タ
ク
シ
ー
〃
を
合
言
葉

に
、
我
が
愛
知
県
交
通
死

亡
事
故
ワ
ー
ス
ト
記
録
返

上
に
努
め
、
よ
り
よ
い
社

会
に
貢
献
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

中
川
・
港
福
田

離
婚
も
決
意
し
た
が
、
幼

い
子
ど
も
２
人
の
こ
と
を

思
い
と
ど
ま
っ
た
。
や
が

て
刑
期
を
終
え
出
所
し
、

家
族
４
人
で
今
ま
で
通
り

の
生
活
を
続
け
て
い
く
と

い
う
ド
ラ
マ
を
見
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
た
か
が
ド

ラ
マ
の
作
り
話
と
も
思
う

が
、
こ
れ
が
自
分
自
身
の

こ
と
だ
っ
た
ら
と
思
う
と

〃
ゾ
ー
ッ
〃
と
し
た
。

園

堅
限
の
麹
か
ら
の

手
す
り
が
蚊
け

て
な
か
っ
た

皆
さ
ん
今
年
は
組
合
員
共

々
安
全
作
業
等
に
徹
し
、

無
事
故
災
害
で
平
成
２
年

を
乗
り
切
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
沼
津

元
請
と
の
作
業
指
示
書
に

よ
る
確
認
書
（
後
日
の
為

書
類
に
）
又
作
業
者
か
ら

の
要
望
等
を
記
録
、
安
全

上
の
遵
守
事
項
の
確
認
。

第
三
者
行
為
に
対
し
対
策

は
充
分
か
、
飛
来
落
下
、

安
全
帯
の
使
用
可
否
、
開

口
部
の
処
置
は
な
さ
れ
て

い
る
か
、
材
料
の
滑
り
止

め
は
良
い
か
、
風
速
は
チ

ェ
ッ
ク
済
み
か
等
極
め
て

細
か
い
配
慮
が
必
要
で
は

な
い
か
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
３

事
業
主
は
工
事
現
場
の
責

任
者
を
選
定
し
安
全
作
業

に
対
し
て
部
下
の
指
導
を

周
知
撤
底
さ
せ
る
事

Ｔ
Ｂ
Ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
（
作
業
前
の
打
合
）

一
、
現
状
把
握

ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で

い
る
か

二
、
本
質
追
究

こ
れ
が
危
険
の
ポ
イ
ン

ト
だ

三
、
対
策
樹
立

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

四
、
目
標
設
定

私
達
は
こ
う
実
行
す
る

以
上
の
Ｋ
Ｙ
に
基
づ
い
て

設
定
が
出
来
た
な
ら
、
検

討
し
た
内
容
を
責
任
者
は

末
端
に
至
る
ま
で
周
知
さ

せ
る
事
に
意
義
が
あ
る
。

何
回
も
繰
り
返
す
内
に
慣

れ
れ
ば
２
１
３
分
位
で
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
済
ま
せ
る

事
が
出
来
る
。
‐

尚
こ
れ
ら
堅
毒
を
行

＋
安
全
活
動
の
充
実
十

『
自
分
達
の
命
は
自
分
達
で
守
る
』

っ
て
安
定
多
数
は
必
要
不

可
欠
な
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
与
野
党
の
数
の
差
が

大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と
一

党
独
裁
・
強
行
採
決
な
ど

が
行
わ
れ
や
す
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
各
政
党
が
党

利
党
略
の
政
策
で
な
く
て

本
心
で
国
民
の
た
め
の
政

治
を
競
う
に
は
、
与
野
党

伯
仲
の
形
が
望
ま
し
い
と

思
う
。五

一
二
名
の
国
政
を
担

当
す
る
人
達
を
選
ぶ
に
当

り
、
各
自
一
票
の
権
利
を

有
効
に
行
使
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

一
月
三
十
日
㈹
晴

二
三
六
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

八
錘
編
集
議
認
》

作
業
安
全
の
基
本
的
な

事
を
述
べ
て
み
る
と

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
－

（
良
い
か
良
し
）

安
全
帽
〃
・
安
全
帯
・
作
業

に
可
能
な
足
廻
り
（
現
場

に
よ
り
安
全
靴
着
用
）
服

装
等
の
点
検

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
２

数
を
重
大
災
害
と
解
し
撲

滅
運
動
を
展
開
し
、
指
導

強
化
を
図
る
指
針
で
あ
る
。

「
安
全
な
く
し
て

企
業
の
繁
栄
は
な
い
」

新
規
入
場
者
の

放
育
を
行
い

作
糞
貝
の
安
全

愈
旦
を
は
か
る

う
職
長
さ
ん
は
、
指
定
の

安
全
講
習
を
受
け
ら
れ
る

と
好
都
合
で
は
な
い
か
と

思
う
。
又
大
手
以
外
の
ゼ

ネ
コ
ン
と
取
引
さ
れ
て
い

る
会
員
の
方
々
で
、
ゼ
ネ

コ
ン
が
安
全
面
の
配
慮
や

感
心
も
な
く
一
方
的
に
施

工
業
者
に
依
存
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
積
極
的
に
申

し
出
を
し
、
対
応
し
て
頂

け
る
様
要
望
さ
れ
る
事
が

得
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
来
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

元
胴
が
や
ら
な
け
れ
ば

自
分
で
や
ろ
う
と

い
う
通
風
が
大
切

第２３６号

作
凝
主
任
者
は

与
え
ら
ｈ
た
駈
務

を
行
う
努
力
を

来
る
２
月
３
日
に
は
、

第
鉛
回
衆
議
院
選
が
公
示

さ
れ
た
。

今
回
は
自
民
党
の
過
半

数
確
保
か
、
与
野
党
逆
転

か
、
帥
年
代
展
望
の
カ
ギ

を
に
ぎ
る
攻
防
に
内
外
か

ら
注
目
さ
れ
る
選
挙
に
な

り
そ
う
だ
。

昨
秋
の
参
議
院
選
で
は
与

野
党
逆
転
が
実
現
し
た
が

そ
の
原
因
と
な
っ
た
数
は

力
で
導
入
し
た
公
約
違
反

の
消
費
税
・
金
権
政
治
そ

の
も
の
の
リ
ク
ル
ー
ト
事

件
な
ど
、
与
党
に
は
逆
風

が
続
き
、
苦
し
い
選
挙
戦

に
な
る
様
相
で
あ
る
。

国
政
を
司
ど
る
与
党
に
と


